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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当社（連結子会社を含む）は、将来の大きな飛躍に向け、財務健全性を確保しつつ、既存事業・プロジェクト

の強化、当社の強みを生かすことのできる新規領域への積極的進出や成長領域への重点投資を実施し、収益性、

効率性双方の向上の実現を目指した、平成27年度を初年度とする中期３か年経営計画「ＳＴＥＰ ＴＯ ＴＨＥ Ｎ

ＥＸＴ ＳＴＡＧＥ」を推進しております。

当第３四半期連結累計期間の営業収益は、当社の不動産販売業が堅調に推移したことなどにより、8,415億５千

２百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は、691億９千４百万円（同4.1％増）となりました。経常利益は、持

分法による投資利益が増加したことなどにより、700億４千４百万円（同6.3％増）、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、固定資産売却益が増加したことなどにより、623億８千８百万円（同7.9％増）となりました。

セグメントの業績は以下のとおりであり、各セグメントの営業収益は、セグメント間の内部営業収益又は振替

高を含んで記載しております。なお、各セグメントの営業利益をセグメント利益としております。

また、第１四半期連結会計期間より、一部事業について報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同

期比較については、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

① 交通事業

交通事業では、当社の鉄軌道業において、当第３四半期連結累計期間における輸送人員は、沿線人口の増加

などにより、定期で1.8％、定期外で0.9％増加し、全体でも1.4％の増加となりました。

この結果、営業収益は、1,565億２千万円（同2.1％増）、営業利益は、266億２千５百万円（同5.3％増）と

なりました。

（当社の鉄軌道業の営業成績）

種別 単位
前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間

28．４．１～28．12．31 29．４．1～29．12．31

営業日数 日 275 275

営業キロ程 キロ 104.9 104.9

客車走行キロ 千キロ 111,725 112,454

輸送人員

定期外 千人 349,786 353,032

定期 千人 529,288 538,608

計 千人 879,074 891,640

旅客運輸収入

定期外 百万円 57,140 57,620

定期 百万円 47,256 48,095

計 百万円 104,396 105,715

運輸雑収 百万円 10,325 10,577

収入合計 百万円 114,721 116,292

一日平均旅客運輸収入 百万円 380 384

乗車効率 ％ 51.9 51.9

（注） 乗車効率の算出方法 乗車効率 ＝
輸送人員

×
平均乗車キロ

× 100
客車走行キロ 平均定員

② 不動産事業

不動産事業では、当社の不動産販売業において、物件の販売収入が増加したことなどにより、営業収益は、

1,327億６千５百万円（同6.1％増）、営業利益は、252億４千９百万円（同4.6％増）となりました。

③ 生活サービス事業

生活サービス事業では、電力小売事業の㈱東急パワーサプライにおいて、顧客獲得が進捗したことなどによ

り、営業収益は、5,143億２千２百万円（同1.4％増）、営業利益は、110億６千８百万円（同8.8％増）となり

ました。

   

 - 2 -

東京急行電鉄㈱ (9005) 平成30年３月期 第３四半期決算短信



④ ホテル・リゾート事業

ホテル・リゾート事業では、ホテル業の㈱東急ホテルズにおいて、高稼働を維持したことに加え、販売単価

も増加したことなどにより、営業収益は、805億８千９百万円（同0.5％増）、客室を中心としたバリューアッ

プ施策費用の増加等により、営業利益は、58億５千７百万円（同12.1％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、当社の有形固定資産の増加などにより、２兆2,432億４千２百

万円（前期末比946億３千６百万円増）となりました。

（負債）

負債は、有利子負債（※）が、9,872億７百万円（同228億９百万円増）となったことなどにより、１兆5,080億

９千９百万円（同378億７千６百万円増）となりました。

（純資産）

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上などにより、7,351億４千２百万円（同567億６千万円

増）となりました。

※ 有利子負債：借入金、社債、コマーシャル・ペーパーの合計

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、第３四半期までの業績等を踏まえ、前回発表時の予想（平成29年５月12

日公表）から、営業収益１兆1,394億円（前回予想比0.5％減）に変更しております。なお、通期の営業利益、経

常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前回発表時の予想を変更しておりませんが、セグ

メント別内訳を変更しております。

詳細につきましては、別途開示しております「2017年度 第３四半期 決算概況資料」をご参照ください。

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,500 48,810

受取手形及び売掛金 139,830 149,371

商品及び製品 14,975 16,391

分譲土地建物 40,453 42,611

仕掛品 7,264 13,843

原材料及び貯蔵品 6,838 7,657

繰延税金資産 7,814 5,790

その他 33,771 31,956

貸倒引当金 △901 △993

流動資産合計 290,545 315,439

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 720,125 721,571

機械装置及び運搬具（純額） 56,641 52,725

土地 683,067 693,781

建設仮勘定 120,547 166,384

その他（純額） 24,652 23,885

有形固定資産合計 1,605,034 1,658,347

無形固定資産 33,380 35,233

投資その他の資産

投資有価証券 141,580 156,652

退職給付に係る資産 7,147 7,447

繰延税金資産 6,593 6,756

その他 64,867 64,008

貸倒引当金 △543 △643

投資その他の資産合計 219,644 234,222

固定資産合計 1,858,060 1,927,803

資産合計 2,148,605 2,243,242
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 90,074 94,759

短期借入金 308,464 316,634

コマーシャル・ペーパー － 19,000

1年内償還予定の社債 8,000 15,000

未払法人税等 8,082 13,200

引当金 12,454 8,028

前受金 23,375 34,495

その他 119,303 107,133

流動負債合計 569,754 608,252

固定負債

社債 228,228 213,228

長期借入金 419,705 423,344

引当金 2,968 2,921

退職給付に係る負債 38,374 39,708

長期預り保証金 119,231 127,146

繰延税金負債 20,320 22,471

再評価に係る繰延税金負債 9,174 9,174

その他 42,385 43,653

固定負債合計 880,388 881,649

特別法上の準備金

特定都市鉄道整備準備金 20,080 18,197

負債合計 1,470,223 1,508,099

純資産の部

株主資本

資本金 121,724 121,724

資本剰余金 131,842 131,849

利益剰余金 383,565 434,980

自己株式 △29,696 △29,338

株主資本合計 607,436 659,215

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,366 17,766

繰延ヘッジ損益 △8 5

土地再評価差額金 8,388 8,388

為替換算調整勘定 4,787 4,189

退職給付に係る調整累計額 △6,663 △4,610

その他の包括利益累計額合計 20,871 25,740

非支配株主持分 50,074 50,186

純資産合計 678,382 735,142

負債純資産合計 2,148,605 2,243,242
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

営業収益 825,453 841,552

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 606,873 620,082

販売費及び一般管理費 152,130 152,276

営業費合計 759,004 772,358

営業利益 66,449 69,194

営業外収益

受取利息 159 174

受取配当金 725 807

持分法による投資利益 5,705 6,796

その他 3,247 3,557

営業外収益合計 9,837 11,336

営業外費用

支払利息 7,597 7,117

その他 2,781 3,368

営業外費用合計 10,379 10,486

経常利益 65,907 70,044

特別利益

固定資産売却益 588 14,166

工事負担金等受入額 404 182

特定都市鉄道整備準備金取崩額 1,882 1,882

その他 55 2,578

特別利益合計 2,930 18,809

特別損失

工事負担金等圧縮額 332 157

固定資産除却損 658 894

その他 543 817

特別損失合計 1,533 1,869

税金等調整前四半期純利益 67,304 86,985

法人税等 8,219 23,058

四半期純利益 59,085 63,926

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,261 1,537

親会社株主に帰属する四半期純利益 57,824 62,388
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

四半期純利益 59,085 63,926

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,082 3,652

繰延ヘッジ損益 1 △0

為替換算調整勘定 △9,215 △908

退職給付に係る調整額 2,569 1,938

持分法適用会社に対する持分相当額 △516 △158

その他の包括利益合計 △5,078 4,524

四半期包括利益 54,007 68,450

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,295 67,258

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,288 1,192
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（公共施設等運営事業における運営権者の会計処理等に関する実務上の取扱いの適用）

「公共施設等運営事業における運営権者の会計処理等に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第35号 平

成29年５月２日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。

なお、当該変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

   

 - 8 -

東京急行電鉄㈱ (9005) 平成30年３月期 第３四半期決算短信



（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 151,749 96,262 498,056 79,385 825,453 － 825,453

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

1,562 28,892 9,110 790 40,355 △40,355 －

計 153,312 125,154 507,166 80,176 865,809 △40,355 825,453

セグメント利益 25,273 24,140 10,170 6,664 66,249 199 66,449

（注）１．セグメント利益の調整額199百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

交通
事業

不動産
事業

生活
サービス
事業

ホテル・
リゾート
事業

営業収益

外部顧客への営業収益 155,166 101,469 504,891 80,024 841,552 － 841,552

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

1,353 31,296 9,430 565 42,645 △42,645 －

計 156,520 132,765 514,322 80,589 884,197 △42,645 841,552

セグメント利益 26,625 25,249 11,068 5,857 68,800 393 69,194

（注）１．セグメント利益の調整額393百万円は、セグメント間取引消去額であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、経営管理の観点から当社の個別財務諸表において、「その他事業」の

区分を新設し、従来「不動産事業」に区分していた生活サービス事業、ホテル・リゾート事業に関わる

事業を当該事業区分に変更しております。これに伴い、連結財務諸表の報告セグメント内においても、

一部事業について区分の変更をしております。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分方法に基づき作成したものを記

載しております。
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